
- 1 - 
 

 

 

 

 

 

Ⅱ．分担研究報告 

 



- 2 - 
 

 

厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

令和元年度 総括研究報告書 

 

がんサバイバーシップ支援に関する研究 

 

研究代表者 

山本 精一郎 国立がん研究センターがん対策情報センター 

研究分担者 

溝田 友里 国立がん研究センターがん対策情報センター健康増進科学研究室 

向井 博文  国立がん研究センター東病院乳腺・腫瘍内科 

 

 

研究要旨： 

本分担研究では、乳がんサバイバーシップコホート研究に並行して、サバイバーシップ支援や研究

成果や乳がんに関する情報の提供を行う。目的は、研究成果を対象者である乳がん患者やその家族、

医療関係者等に加え、その他のがん種の患者や広く国民にもがんに関する情報普及することであり、

普及を通じて、患者がより暮らしやすい社会、がんとともにある社会の実現を目指す。 

本分担研究の最大の特色は、行動科学やソーシャルマーケティングにおける行動変容を促す手法を

がん患者支援に取り入れる点である。ソーシャルマーケティングとは、費用効果を重視し、徹底した市場

調査に基づき商品等のプロモーションを行うマーケティング手法を、公衆衛生に取り入れ、一般市民へ

の普及啓発を戦略的に行う取り組みであり、欧米では国の施策として積極的に活用され始めている。ま

た、当事者参加型アクションリサーチの方法に則り、研究の企画段階から、質問票や説明文書の作成、

研究成果の公開などすべての段階において、当事者である患者や家族の意見を取り入れ、当事者との

協働で進めてきた。 

分担研究における取り組みとして、ホームページや講演会などを中心とする患者・家族、国民の普及

啓発を行うこととした。研究班ホームページでは、研究の進捗をお知らせするとともに、国内外の最新の

知見の紹介を行っている。また、学会発表や患者団体での講演を行った。直接このような情報提供を行

えればいいが、研究班メンバーが全国に出向きこのような会を行うには限界がある。そこで、より積極的

に研究班ホームページを活用し、最新知見の普及を行うこととしている。 

来年度以降も、当事者の声を積極的に取り入れ、ホームページを通じた情報提供とサバイバー支援

を行うことを予定している。 
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A．研究目的 

検診の普及や治療法の改善により、がんとともに

生活する人が増えている。特に乳がんでは、罹患率

も年々増加の傾向にあり、患者の予後改善と相まっ

て、治療後の療養生活の質がますます重要になって

きている。 

患者の療養生活において、重要な役割を果たす

のが情報である。患者において、治療や療養生活に

関する情報ニーズが高いことに加え、療養生活にお

いて患者が治療や療養生活に関する情報を十分得

て満足することが、長期的に患者の精神健康や健康

関連 QOL などにを高めることも多くの研究により示さ

れている。また、近年のインターネットの普及など情

報化が進み、誰でも情報を探しやすくなったことや、

患者や家族が情報をもとに主体的に治療等を選択

することが求められる消費者主義の流れなどを受け、

患者が適切に情報を得ることができる体制づくりや支

援がますます重要になってきている。 

そのような状況や患者や家族の要望を背景に、

2007 年がん対策基本法が成立し、がん情報に関し

ても、患者・家族・市民へのよりよいがん情報提供を

目指し、国の施策として、情報づくりや情報発信が進

められることになった。しかし、適切な情報が適切に

伝えられていないため、現状として、患者の多くが情

報の不足を感じていることが、多くの研究で報告され

ている 1-4）。 

また、術後の療養生活については、身体活動や肥

満防止、栄養など、生活習慣に関連する要因の再発

予防効果が世界中で期待されているにも関わらず、

研究はまだ始まったばかりであり、治療以外の要因と

その後のQOLや予後との関連を調べたエビデンスレ

ベルの高い研究は国内外ともほとんど存在しておら

ず 5-6)、どのような療養生活を送ればよいか明らかに

なっていない 7-8)。 

そこで、本研究では、大規模な乳がん患者コホート

研究を実施し、患者側に立った、実践するに足る、再

発予防効果のある療養生活における食事、身体活

動などの生活習慣や心理社会的要因などのを明ら

かにすることとした。それに加えて、患者支援として、

現時点での再発予防に関するエビデンスの有無など

正確な情報を、患者や家族に向け普及させることも

目的とした。 

本分担研究では、研究成果を対象者である乳が

ん患者やその家族、医療関係者等に加え、その他の

がん種の患者や広く国民にもがんに関する情報普及

すし、普及を通じて、患者がより暮らしやすい社会、

がんとともにある社会の実現を目的に、サバイバーシ

ップ支援や研究成果や乳がんに関する情報の提供

を行う。 
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B．研究方法 

先行研究で示されているように、これまで行われて

きた情報の普及方法では十分とは言えず、従来とは

異なる新しい普及方法が望まれる。そこで本分担研

究では、最大の特徴として、欧米で国の施策として取

り入れられ始めた先駆的な取り組みであるソーシャル

マーケティングの手法を取り入れる。ソーシャルマー

ケティングとは、費用効果を重視し、徹底した市場調

査に基づき商品等のプロモーションを行うマーケティ

ング手法を、公衆衛生に取り入れ、市民への普及啓

発を戦略的に行う取り組みである。イギリスでは 2006

年に National Social Marketing Centre が設立され、
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全 省 庁 に お い て 普 及 啓 発 を サ ポ ー ト し て い る

（http://thensmc.com）。その実現のために、研究者

では不足するマーケティングに関して、マーケティン

グや PR（パブリックリレーション）の実務者を研究協力

者として研究班のメンバーに組み込んでいる。 

また、患者や患者家族など当事者にとって本当に

役立つ研究を行うため、本研究では、研究の企画・

立案から調査の実施、研究結果の解釈、成果の発表

までの過程を当事者と研究者の協働で進める「当事

者参加型アクションリサーチ（participatory action 

research, Argyris, C. & Schon, 1991）」を参考に、研

究を運営している。具体的には、複数の乳がん患者

や患者家族に研究の企画段階から研究グループに

入ってもらい、研究の立案、リサーチクエスチョンの作

成においては、科学的な有用性のみでなく、患者に

とっても役立つ研究を目指すため、患者とのディスカ

ッションを重ねて患者のニーズを取り入れた。また、

質問票作成においても、患者のわかりやすさ（理解

度）や読みやすさ等を確認し、つらいと感じる表現な

どに配慮を重ねた。説明文書や同意書、同意取得の

ためのマニュアルなどの作成では、作成過程で患者

のヒアリングを繰り返し、研究対象者が理解し納得し

た上での同意取得になるよう改善を重ねた。また、対

象者がこの研究に参加したいと思った理由などをヒア

リングし、最も多くあげられた「自分の経験を次の患

者に活かしてほしい」というメッセージをもとに、対象

者登録推進のためのポスターなどを作成してきた。 

本分担研究では、ウェブサイトや講演を中心に、患

者および家族、医療関係者に加え、国民に対する情

報発信を行う。また、乳がんサバイバーシップコホー

ト研究では、対象者支援として、質問票への回答が

得られた対象者には、栄養素の説明付の個別の栄

養計算結果票を返却している（図 1、図 2）。 

 

 

C．研究結果 

研究参加者に対しては、毎年の質問票への回答と

採血の際に研究のことをおぼえていてもらうため、ニ

ュースレターの作成と配布を行っている。また、がん

患者のサバイバーシップ支援や情報提供として、研

究班ホームページで研究の進捗をお知らせするとと

もに、国内外の最新の知見などを紹介している。また、

講演等を通じ一般の患者や家族、医療従事者などに

向けて活動の紹介を行ってきた。研究班ウェブサイト

の閲覧数は順調に伸びている（図 3）。 

 

D．考察 

本分担研究では、ソーシャルマーケティングの手

法や当事者参加型アクションリサーチの方法を用い、

患者や患者家族など当事者の協力を得て、ウェブサ

イトを中心とする患者・家族、国民への普及啓発を進

めている。 

がん患者や家族、医療関係者、疫学者などにがん

罹患後の健康増進や QOL 向上のための療養生活

などに関する最新知見を普及させることを目的とした

学会発表やシンポジウムでは、熱心にメモをとる参加

者が多く、講演後の質問も多く寄せられ、がん罹患後

の生活についての情報が求められていることが改め

て感じられた。直接このような情報提供を行えればよ

いが、研究班メンバーが全国に出向きこのような会を

行うには限界がある。研究班ホームページからの情

報提供をより積極的に行うことが重要といえるだろう。 

 

 

E．結論 

本分担研究では、乳がんサバイバーシップコホー

ト研究に並行して、サバイバーシップ支援や研究成

果や乳がんに関する情報の提供を行っている。目的

は、研究成果を対象者である乳がん患者やその家族、

医療関係者等に加え、その他のがん種の患者や広く

国民にもがんに関する情報普及することであり、普及

を通じて、患者がより暮らしやすい社会、がんとともに

ある社会の実現を目指すことで、その実現のため、当

事者参加型アクションリサーチやソーシャルマーケテ

ィングの手法を取り入れている。 

今年度は、研究班ホームページで研究の進捗や国

内外の最新の知見の紹介を行った。また、学会発表

やシンポジウム講演を積極的に行った。 
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今後も引き続き、当事者の意見を取り入れ、ホーム

ページや講演会などを通じた情報提供とサバイバー

支援を行う。 

 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

【雑誌】 

なし 

 

【書籍】 

1) 岩田広治(診療ガイドライン委員会委員長)、山

本精一郎(疫学・予防小委員会委員)、溝田友里

(協力者)、他. 乳癌診療ガイドライン 2018 年度

版〔追補 2019〕. 日本乳癌学会（編）, 金原出版. 

2019. 

2) 山本精一郎、溝田友里. 4.一次予防. 乳がんの

基礎と臨床改訂版. pp,251-7(in press) 

 

2．学会発表 

なし 

 

 

H.知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1．特許取得：なし 

2．実用新案登録：なし 

3．その他：なし 
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図 1 回答者に個別に返却する栄養計算結果（表面） 
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図 2 回答者に個別に返却する栄養計算結果（裏面） 
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図 3 研究班ホームページ 


